










オープン府庁「業務・施策プロセスの見える化」第２次試行の概要と全部局実施に向けて





府民文化部府政情報室





全部局実施に向けて（骨子）





①各種府政情報の公表　　　	②予算編成過程の公表


③府民の声の公表		④業務・施策プロセスの見える化の公表





○府が保有する情報は、本来は府民のもの（情報公開条例前文）


○府政情報、特に意思形成プロセスをわかりやすく府民に伝え、府政の透明化を高めるとともに、


府民の声を施策に反映し、ガバナンスの強化を図るためには、積極的な情報の公表が不可欠





具体化








取組の理念














１　実施予定時期


平成23年4月以降分





２　実施案の概要


(1)　公表項目の対象基準の考え方


所属判断による項目選定





(2)　実施対象所属


　　本庁全部局全所属





３　施行マニュアルの作成


　ガイドラインの整備（所属用）や�マニュアルの作成（事例紹介を含む）


・所属での公表項目例


・公表内容の作成例


・非公表の判断例


・非公表を公表するタイミング例　等





４　庁内調整、準備期間の設定


・次長会議、情報主任会議等


・各部の意見の反映　等























第1次試行の実施・検証結果


（府政情報室・府民文化総務課）





第２次試行の実施（府民文化部　本庁事業課）














・プロセスを公表する項目の選定は、所属判断で任意に設定


（懸案事項、知事指示事項等から選定し、所属長判断で決定）





�・８月から発生するプロセスから記録開始


・方針決定した打合せ等に限定


・議事録をやめて、簡易な議事メモに変更








・公表するチェックボードに関する情報に限定


・チームサイトの活用は所属の判断








・非公表事由を含む案件は、所属の判断で可能な時期に公表


・非公表から公表できるタイミングに移行する事例の検証




















（１）項目の選定











（３）保管・共有





（４）プロセスの公表





【第２次試行の結果】


項目の選定


・項目選定段階に時間を要した所属もあった。





(2)　記録・公表


①　項目


・項目の選定を所属の判断のため、すべての項目は公表していない。


・試行期間内で、非公表項目を公表にする事例が発生せず、公表のタイミングは検証できなかった。


②　プロセス


・記録内容（体裁、表現等）のバラツキがみられた。





(3）システムの入力作業


・操作説明から概ね１か月�（作業負担は少ない）





（１）項目の選定











（２）プロセスの記録





（３）保管・共有





（４）プロセスの公表





（２）プロセスの記録




















・プロセスを公表する項目の選定は、所属判断で任意に設定


（懸案事項、知事指示事項等から選定し、所属長判断で決定）








・所属長以上との全プロセスを記録


・詳細な議事録を作成


【結果】


　　記録回数が多く、議事録作成に負担感








・すべての共有文書を、チームサイトドキュメントに保管


【結果】


アクセス制限等一部ルールが煩雑








・原則即時公表


【結果】


非公表事由を含む案件は、取扱いが難しい








【主な今後のスケジュール】


　


１１月中　各部局調整





１２月　　実施案検討





平成２３年


１月　　次長会議、


情報主任会議


部長会議　など





３月　 担当職員への操作研修等の�実施





４月　 プロセスの記録開始





６月頃　公表開始





第２次施行の公表











状　態�
項 目 数�
項目の内容（例）　〔第２次試行実施項目一覧〕�
�



公表案件�
２９項目


既公表済み１３


新規公表　１６�
・職員ブログの開設　　　　　　　　　　　　・公金支出情報の公表


・職業教育ナンバー１の取り組みについて　　・府民意識の調査


・新男女共同参画計画の策定に向けた検討　　・カジノを含めた統合型リゾート（ＩＲ）の立地　


・大阪センチュリー交響楽団　　　　　　　　・国際化戦略の策定　　　　　　　　　　　　他�
�
プロセス記録が無い案件�
５項目�
―�
�
公表できない


案件�
　６項目�
―�
�












